
 

 

 

  
 

近年、久山町研究等で明らかなように、糖尿病に癌の併発が多いことが知られるようになりました。外

来通院患者の癌への罹患は、日常経験することであります。また原因不明の血糖コントロール悪化に膵

癌が隠れていたり、HbA1c の低下が胃癌、大腸癌の消化管出血によることもあります。 

そこで今回「糖尿病と癌」をテーマに内科、疫学の立場から、国立国際医療研究センターの野田光彦

先生に、外科の立場から膵癌を中心に横浜市立大学大学院の遠藤格先生に講演していただき、セミナ

ープランナーからは症例を提示してパネルディスカッションをしたいと思います。皆様の参加をお待ちし

ています。 
 

◆日 時 ２０１２年２月１１日（土・祝日）１２：００～１５：４０（受付開始１１：００） 

◆会 場 新都市ホール・そごう９階（会場図は下記参照） 

◆参加費 事前振込 ３,０００円(当日申込４，０００円)（資料代込み。お振込後のご返金は出来ません。） 

◆定 員 １,０００名 （定員になり次第、申し込みを締め切らせていただきます。） 
 
 
 

特別講演１ 

テーマ「糖尿病、糖尿病治療とがんリスク」 

演 者  国立国際医療研究センター病院  

糖尿病・代謝症候群診療部長 野田 光彦氏 
 
特別講演２ 

テーマ「外科医からみた糖尿病（仮）」 

演 者 横浜市立大学大学院  

消化器・腫瘍外科学講座 主任教授 遠藤 格氏 
 
症例検討/総合討論 

テーマ①「血糖悪化を契機にして発見された膵癌の一例」 

演 者 H.E.C サイエンスクリニック 副院長 

／糖尿病肥満治療研究所 所長 調 進一郎氏 
 
テーマ②「尿検査が教えてくれるもの」 

演 者 かなもり内科 院長 金森 晃氏 
 
テーマ③「当院糖尿病専門外来１０年間での悪性腫瘍」 

演 者 武田クリニック 院長 武田 浩氏 
 

共  催 神奈川県保険医協会／ノボノルディスク ファーマ株式会社  
 
 

 

 

 

第２８回糖尿病セミナー参加申込書         FAX −０４５ ３１ −３ ２１１１ 
 
ご連絡先ご住所 〒                                                                                                                       

 

施設名                        ご連絡先℡    （     ）    ご連絡先 FAX    （     ）                   

参加者名

フリガナ
                               ご職業                                     

☆複数お申し込みの場合は、全員のお名前・フリガナ・ご職業をご記入下さい。□お申込み後、参加費をお振込み下さい。 

医師及びメディカルスタッフのための第２８回糖尿病セミナー 

メインテーマ「見落とすな！ 糖尿病患者の癌」 

＜申込み方法＞ 

★ＦＡＸ若しくはお電話でお申し込み下さい。 

事務局からお断りのご連絡がない限り、受

け付けられておりますので、参加費を 2012 年

1 月 31 日(火)までに下記口座へお振込下さ

い。その際、通信欄に「参加者氏名（複数の場合

は全員分）」と「糖尿病セミナーの参加費」である

旨をご記入ください。セミナー資料は当日お渡

しいたします。 

 

＜振込先＞ 

郵便局口座名：神奈川県保険医協会 

口座番号：００２６０－２－２２２０ 
 
＜連絡先＞ 
〒221-0835  横浜市神奈川区鶴屋町 2-23-2  

TS プラザビルディング２階  

神奈川県保険医協会 担当:渡辺   

電話 ０４５-３１３－２１１１  FAX ０４５-３１３－２１１３ 

本セミナーは、 ※神奈川糖尿病療養指導士認定のための研修会（５単位）です。 

※日本糖尿病協会療養指導医取得のための講習会です。 

※日本糖尿病療養指導士認定・更新のための研修会（第２群１単位）申請中です。 

※日医生涯教育認定講座（3.5 単位） CC【5】、【10】、【13】、【73】、【76】、【80】、【82】申請中です。 



 

 
【新都市ホール会場図】 

 
 
【「特別講演」・「症例検討」の講演要旨】 

 

■国立国際医療研究センター病院 糖尿病・代謝症候群診療部長 野田 光彦氏■  

我々が既に報告しているように、近年、糖尿病患者においてがん発症やがん死が増加していること

が明らかにされている。本講演では、がんと糖尿病の疫学についてコホート研究等の結果に基づき整

理し、また糖尿病治療との関係についても述べる。 

 

■ 横 浜 市 立 大 学 大 学 院  消 化 器 ・ 腫 瘍 外 科 学 講 座  主 任 教 授  遠 藤  格 氏 ■ 

糖尿病を合併する患者の手術が難しいことは良く知られた事実です。術前・術中の血糖管理だけ

ではなく、各種の術後合併症の発生を念頭においた管理が必要となります。また最近では肝臓がん

や膵がんの発生と糖尿病が密接にリンクしていることも明らかになってきました。本講演では、外科医

と糖尿病の関わりについて総論・各論の両面から述べたいと思います。 

 

■H . E . C サ イ エ ン ス ク リ ニ ッ ク  副 院 長 ／ 糖 尿 病 肥 満 治 療 研 究 所  所 長  調  進 一 郎 氏■ 

血糖コントロール悪化のため紹介を受けた２型糖尿病の患者。生活の乱れなど血糖悪化の原因が

不明のため精査したところ、早期膵癌がみつかった。本症例を通して、糖尿病と膵癌の関連について

レビューする。 

 

■ か な も り 内 科  院 長  金 森  晃 氏 ■ 

  尿検査からは糖、蛋白（アルブミン）のみならず多くの情報が得られる。尿潜血陽性を端緒に膀胱

がんと診断された糖尿病患者を提示する。無侵襲、簡便、短時間かつ廉価な尿検査は糖尿病患者

の泌尿器系がんのスクリーニングにも活用したい。 

 

■ 武 田 ク リ ニ ッ ク  院 長  武 田  浩 氏 ■ 

  ２００１年糖尿病専門外来の中で、当院では原則として、年１回便鮮血、腹部超音波、胸部レントゲ

ン検査を施行し、悪性疾患の見落としの無いよう診療を継続しています。その中での早期発見例、ま

た早期発見に至らなかった症例を報告いたします。 
 
 


